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◇━━━━━━━‥‥・・・・・・・‥‥━━━━━━━━◇ 
３．メンタルヘルス ニュースピックアップ 
   最新の情報やメルマガの内容に関連のある情報を 
   お伝えします 
◇━━━━━━━‥‥・・・・・・・‥‥━━━━━━━━◇ 
 

 今月は不眠症治療薬に関する研究をご紹介します。メンタルヘルス障害の初期に 

は睡眠のトラブルがみられることが多いです。副作用のない新たな作用機序の不眠 

症治療薬の開発につながる研究です。是非お読みください。 

 

自然に近い眠りを誘う不眠症治療薬の可能性 

―睡眠誘発物質アデノシンのシグナル伝達経路への新アプローチ― 

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^ 

 
 筑波大学国際統合睡眠医科学研究機構(WPI-ⅢS)の斉藤毅助教らの研究グループ 

は、アデノシン A2AR PAM-1 が、徐波睡眠の総量を増加させ、自然に近い眠りを促す 

ことを示しました。 

 

 （略） 

 

 現在、国民の 10－15％、高齢者の 30－60％もの人が不眠症に悩んでいると言わ 

れています。不眠症の治療は薬物療法を中心に行われていますが、既存の睡眠薬は 

その副作用がしばしば問題となります。例えば、最もよく処方されるベンゾジアゼ 

ピン系・非ベンゾジアゼピン系睡眠薬は脳の興奮を鎮めることで効果を発揮します。 

しかし、ふらつきやめまい、翌朝の眠気の持ち越し、反跳性不眠、前向性健忘など 

の副作用のほか、長期間の服用による耐性の形成や依存症の危険が指摘されていま 

す。これらの副作用を解消し、より自然に近い眠りを促す新しい作用機序の薬剤の 

開発が求められています。 

 

 （略） 

 

 本研究では、マウスを用いた実験により、A2AR PAM-1 がアデノシン A2A受容体を 

介したシグナル伝達を増強することで徐波睡眠を誘導することが示されました。 

アデノシン A2A受容体作動薬で見られたような体温の低下や循環器系の副作用も確 

認されなかったため、アデノシン A2A受容体の PAM として機能する低分子化合物は 

従来の睡眠薬とは異なる新しい作用機序の不眠症治療薬として、特に入眠困難を訴 

える患者さんの治療への応用が期待されます。本成果を次世代の不眠症治療薬の開 

発につなげるため、さらなる研究の蓄積が必要です。 
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